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鹿
児
島
県
は
、
65
歳
以
上
の
人
口
割

合
を
示
す
高
齢
化
率
が
26
・
３
％
（
全

国
平
均
23
・
３
％
）
と
全
国
12
位
で
あ

り
、
高
齢
者
人
口
の
多
い
地
域
。
一
方

で
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
一
般
病
院

数
は
13
・
７
施
設
（
全
国
平
均
６
・
０

施
設
）
と
全
国
２
位
、
身
体
障
が
い
者

施
設
数
は
22
・
７
施
設
（
全
国
平
均

７
・
９
施
設
）
と
全
国
１
位
で
あ
り
、

全
国
的
に
も
人
口
当
た
り
の
医
療
機
関

数
が
多
い
エ
リ
ア
で
あ
る
。

　

就
業
者
割
合
も
高
く
、
業
種
別
に
見

る
と
、
県
内
の
医
療
・
福
祉
業
の
就
業

者
数
は
卸
売
・
小
売
業
に
次
い
で
２

位
、
全
就
業
者
人
口
の
15
％
を
占
め
て

い
る
（
図
表
１
）。
ま
た
、
県
内
総
生

産
５
兆
円
の
う
ち
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
は
約
８
０
０
０
億
円
（
平
成
24
年
）

で
あ
り
、
全
体
の
約
16
％
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
医
療
・
介
護
事
業
は

鹿
児
島
県
の
経
済
を
支
え
る
代
表
的
な

産
業
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
う

し
た
地
域
特
性
に
つ
い
て
、
鹿
児
島
銀

行
医
業
支
援
部
の
山
内
倫
裕
調
査
役

は
、
同
行
が
医
療
・
介
護
事
業
へ
の
融

資
に
注
力
す
る
た
め
の
大
き
な
推
進
力

に
な
っ
た
と
語
る
。

「
当
行
の
支
援
は
、
県
内
経
済
の
柱
で

あ
る
医
療
・
介
護
事
業
者
に
対
し
て
、

地
域
金
融
機
関
と
し
て
何
か
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
な
い
か
と
い
う
発
想
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
県
内
の
医
療
環

境
の
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
県
内
の

医
療
機
関
に
潜
在
的
な
課
題
が
あ
る
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
の
人

口
予
想
で
は
高
齢
者
人
口
は
２
０
２
５

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
働
き
手
と
な
る
生

産
年
齢
人
口
は
２
０
１
０
年
以
降
す
で

に
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
（
２
０
１
２

年
１
月
時
点
、
九
州
経
済
調
査
会
調

べ
）。
鹿
児
島
県
は
人
口
当
た
り
の
病

院
数
が
多
い
の
で
、
今
後
患
者
数
や
働

き
手
の
数
が
減
少
す
る
と
、
経
営
環
境

が
厳
し
く
な
る
医
療
機
関
が
急
増
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
医

療
機
関
が
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

鹿
児
島
銀
行
は
医
療
機
関
へ
の
支
援

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
平
成
19
年
に

営
業
支
援
部
・
医
業
推
進
室
を
開
設
。

当
初
は
４
名
の
担
当
者
で
運
営
し
て
い

た
が
、
今
年
３
月
か
ら
８
名
に
増
員

し
、「
医
業
支
援
部
」
に
昇
格
し
た
。

担
当
者
は
２
～
３
年
医
療
機
関
に
出
向

し
て
業
務
経
験
を
積
み
、
専
門
知
識
を

身
に
付
け
て
い
る
。

　

医
業
支
援
部
の
活
動
は
、
資
金
調
達

や
財
務
改
善
の
提
案
を
行
う
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
開
業
支

援
・
競
合
分
析
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
、

事
業
展
開
・
転
換
等
支
援
、
経
営
支
援

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
こ
の
ほ
か
、
医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
や
会
計
事
務
所
、
保
険
会
社
等
の
外

部
機
関
と
連
携
し
、
レ
セ
プ
ト
診
断
や

Ｍ
＆
Ａ
・
事
業
承
継
、
医
療
機
関
債
・

社
会
医
療
法
人
債
の
発
行
な
ど
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
も
行
っ
て
い
る
。

　

医
療
・
介
護
事
業
者
の
取
引
先
数
は

１
５
６
４
先
（
平
成
28
年
３
月
現
在
）

で
あ
り
、
鹿
児
島
県
内
の
ほ
か
宮
崎
県

の
事
業
者
も
多
い
。
ま
た
、
銀
行
全
体

の
貸
出
割
合
を
業
種
別
に
見
る
と
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
関
係
事
業
者
へ
の
貸

出
残
高
は
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

医
療
機
関
債
を
活
用
し
た 

〝
戦
略
的
な
建
替
え
〟を
提
案

　

こ
こ
か
ら
は
、
医
業
支
援
部
が
ど
の

よ
う
な
推
進
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か

詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

「
県
内
の
医
療
機
関
と
の
取
引
拡
大
に

あ
た
り
注
力
し
て
き
た
の
が
、〝
戦
略

的
な
建
替
え
〟
の
提
案
で
す
。
２
０
２

５
年
に
県
内
の
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
医
療
機
関
に
は

地
域
の
高
齢
者
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
施
設
や
設
備
を
整
備
し
て
お
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
高
齢
者
人
口
は

減
少
し
て
い
く
た
め
、
収
益
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
通
常
の
償
却
年
数
か
ら
す
る
と

少
し
早
く
て
も
、
今
の
う
ち
か
ら
設
備

更
新
や
病
棟
の
建
替
え
を
計
画
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
県
内
の
医
療
環
境
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
経
営
者
に
将

来
を
見
据
え
た
対
応
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
建
替
え
や

設
備
投
資
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
を
行

っ
て
き
ま
し
た
」

　

地
域
密
着
型
の
産
業
で
あ
る
医
療
機

関
に
と
っ
て
、
地
域
環
境
の
変
化
は
重

要
な
経
営
課
題
と
な
り
う
る
。
こ
う
し

た
問
題
提
起
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い

く
こ
と
で
、
提
案
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

と
は
い
え
、
早
め
に
建
替
え
を
行
う

と
な
る
と
、
医
療
機
関
の
負
担
も
増
え

る
こ
と
に
な
る
。
医
療
施
設
の
建
替
え

は
大
規
模
な
投
資
で
あ
り
、
数
十
年
前

に
行
っ
た
建
替
え
時
の
債
務
が
残
っ
て

い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
場
合
、
新
規
に
建
替
え
資
金
を
調

達
す
る
と
、
二
重
に
返
済
し
な
く
て
は

な
ら
な
く
な
る
。

　

そ
こ
で
、
医
療
機
関
の
返
済
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
工
夫
と
し
て
活
用
し

た
の
が
「
医
療
機
関
債
」
だ
。
医
療
機

関
債
と
は
、
医
療
法
第
39
条
に
規
定
さ

れ
て
い
る
医
療
法
人
が
発
行
で
き
る
債

券
。
使
途
は
設
備
投
資
資
金
に
限
ら

れ
、
原
則
、
期
日
一
括
償
還
方
式
と
な

っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
建
替
え
資
金
の
原
資
と
し
て

鹿
児
島
銀
行
が
買
い
取
り
、
償
還
日
は

過
去
の
借
入
金
の
返
済
の
終
了
後
に
設

齢
者
向
け
医
療
の
需
要
増
加
な

ど
を
受
け
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

注
目
が
高
ま
る
中
、
医
療
機
関
へ
の
融

資
を
強
化
す
る
金
融
機
関
が
増
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
医

療
・
介
護
事
業
者
へ
の
融
資
推
進
で
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
が
、
鹿
児

島
県
に
拠
点
を
置
く
鹿
児
島
銀
行
だ
。

同
行
の
医
療
・
介
護
事
業
者
向
け
融
資

残
高
は
２
７
４
９
億
円
、
県
内
病
院
取

引
先
数
シ
ェ
ア
は
61
・
７
％
に
の
ぼ
る

（
平
成
28
年
３
月
時
点
）。
本
稿
で
は

鹿
児
島
銀
行
が
医
療
・
介
護
事
業
者
向

け
融
資
に
注
力
す
る
背
景
と
、
推
進
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

●

高

医療機関への融資はこう推進する特 集

図表１　鹿児島県の医療環境の特徴

▶
山
内
倫
裕
・
鹿
児
島
銀
行
医
業
支
援
部

調
査
役 建

替
え
ニ
ー
ズ
を
早
期
に
喚
起
し

医
療
機
関
債
の
活
用
を
提
案

レ
ポ
ー
ト
・
鹿
児
島
銀
行
が
取
り
組
む
地
域
の
医
療
環
境
を
踏
ま
え
た
医
療
機
関
へ
の
支
援
活
動

●
地
域
ご
と
の
課
題
を
把
握
し
的
確
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供




